


平成25年第４回定例会の概要
平成 25 年第４回定例会は、11 月 27 日から 12 月 10 日までの 14 日間にわたって開かれ、市長提出の２報

告・37 議案、議員提出の２議案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・可決・同意いたしました。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年３月１日（2）

議員提出議案 西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求める意見書

議員提出議案 津軽広域水道企業団との受水契約の見直しを求める意見書

提 案 理 由
国際的観光地である十和田湖から津軽一円、さらには岩手県八幡平圏域への観光ルートの充実において、不可
欠である西十和田トンネルの建設については、平成元年度に新規要望され、当市議会においても平成４年度に設
立された国道 454 号整備促進期成同盟会の会員として、20 年余りに及ぶ要望活動を行っております。
しかし平成７年度から青森県単独による地質調査、環境調査等が実施されているものの、着工のめどはつかず、
遅々として進んでおりません。西十和田トンネルの建設は、豪雪により冬季閉鎖されている山岳道路区間の解
消、津軽と南部の動脈形成及び東北縦貫自動車道への連結が容易となるなど、十和田八幡平圏域においての観光
振興と経済波及効果が大きく期待され、東北新幹線が全線開通となった今日では、その重要性はますます高まっ
ております。さらに、今後日本の経済は、安心・安全・安定成長へと発展していくものと考えられます。新しい
国づくりをしていくべき時代を迎えたわけでございまして、今、運動を展開をしなければ、後世の人々に先人た
ちは何もしてこなかったのかと失望さえ与えます。それは、とても悲しく残念なことだと思います。
よって、地域経済の発展と、広域観光の振興のため西十和田トンネルの早期建設について、国及び青森・秋田
両県に対し意見書を提出するものであります。

反 対 討 論
反対理由の１つは、県が平成８年から環境調査、
交通量調査をしてきました。調査の結果によると、
工事手法をいろいろ考える必要があることや、鳥を
別の場所に誘導させる必要もあること等、思ったよ
り経費がかさむという状況にあると報告しているこ
と。
２つ目は、県としては現在「青橅トンネル」が国
の事業となったこともあり、このトンネルは４キロ
メートルで大体 220 億から 230 億円の負担で 10 年
ぐらいかかる大事業であり、この工事が終了しなく
ては手を付けられないし、今のところ西十和田トン
ネルは考えていないと言明していること。
３つ目は、小坂町は要望しているが、秋田県とし
ては、県の負担が何百億円もかかることもあって、
要望から手を引いたというのが現段階であること。
４つ目は、県を初め、近隣市町村、西十和田トン
ネル建設期成同盟会等との協働や、それらの機関と
の今後の取り組みというのが今、具体的に持ってい
ない現状であること。
そういう中で、今黒石市議会が動く必要があるの
かどうか、もう少しいろんな戦略を整えて臨むべき
と思います。
したがって、現時点では出す状況にないという観
点から反対するものであります。

賛 成 討 論
国道 454 号は県土を東西に横断し、広域的な観光レクリ

エーションの開発・連携強化に寄与するばかりでなく、青森・
秋田両県はもとより、広く北東北の発展を図る上で大きな役
割を担うとともに、災害時の物流ルートとしても、重要な路
線であります。
しかしながら、温川から滝ノ沢までは、いまだに狭隘区間

や急勾配区間等の危険箇所があり、冬季間は閉鎖により、完
全に機能を失ってしまう状況にあります。
これらを解消し、活力ある経済に支えられたゆとりある社

会と、安全で安心できる地域を実現するために、西十和田ト
ンネルの早期建設が必要となります。
これまで、平成元年に西十和田トンネル建設期成同盟会を

設立し、市が要望活動を開始するとともに、平成４年度に国
道 454 号整備促進期成同盟会の設立により、市と市議会が協
同で、継続して要望活動を行ってきたところであります。し
かし、残念なことに、いまだに見通しが立っておらず、青森・
秋田両県の足並みも揃っていないように見受けられます。
この硬直した状況の打開に向け、国並びに青森・秋田両県

に西十和田トンネルの重要性と市民および利用者の思いを再
認識していただき、建設に向けた取り組みが推進されること
を強く願います。また、黒石温泉郷の方々もトンネルの建設
を強く求めております。特に冬の観光のマイナスが観光業者
にとって厳しい一番の問題となっております。冬のルートの
確保は、特に必要なものと考えます。

提 案 理 由
津軽広域水道企業団からの受水費は、企業団構成市町村の将来の水需要を予測した水道計画に基づく受水量
を基本水量として、基本水量に単価を乗じた基本料金と、使用水量に単価を乗じた使用料金とで構成されていま
す。基本水量のもととなる受水量は、昭和 63 年に水道計画を策定後、平成７年に第２次水道水計画を策定し、
受水量の見直しを行い現在にいたっています。
しかし、近年の人口減少に伴い、各市町村とも実際の受水量と基本水量との乖離が生じているのが現実であり
ます。市町村ごとに人口減少率が異なるため、結果として市町村の中には、受水単価が高くなり、水道料金が高
額となっている市町村もあります。
よって、黒石市議会は、実際の受水量と基本料金のもととなる基本水量との乖離を是正して、適正な基本水量
となるよう対策を講ずるべきと考え、確実に実現されるよう強く要望いたします。
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黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年３月１日（4）

問

台
風
18
号
の
被
害
金
額
と
発
生
後
の
市
の
対
応
に

つ
い
て
。

答

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
す
が
、
非
住

家
半
壊
の
ほ
か
、
市
道
被
害
は
１
２
０
０
万
円
、
農
地
及
び

農
業
用
施
設
被
害
と
し
て
１
億
６
０
９
０
万
円
、
農
作
物
の

減
収
に
伴
う
被
害
が
１
８
７
０
万
円
余
り
と
見
込
ま
れ
、
被

害
総
額
は
、
１
億
９
１
６
０
万
円
余
り
で
す
。

９
月
17
日
に
黒
石
市
農
業
生
産
推
進
本
部
を
立
ち
上

げ
、
同
本
部
に
お
い
て
被
害
状
況
の
把
握
と
対
応
に
努

め
、
関
係
課
で
被
害
の
状
況
を
共
有
し
、
市
税
等
の
相
談

窓
口
を
税
務
課
に
一
本
化
し
ま
し
た
。
今
後
も
被
害
状

況
の
早
急
な
把
握
に
努
め
、
迅
速
な
対
応
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
設
置
の
有
無
に
よ
る
補
助
率

の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

減
反
政
策
の
廃
止
に
伴
う
影
響
と
中
山
間
地
域
の

休
耕
田
に
つ
い
て
。

答

農
業
者
は
経
営
形
態
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
廃
止
を
歓
迎

す
る
大
規
模
農
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
反
面
、
米
生
産
農

家
の
減
少
や
所
得
減
少
な
ど
の
不
安
要
素
も
あ
り
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
中
山
間
等
直
接
支
払
制
度
等
主
要
事

業
の
大
半
が
大
き
く
変
革
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

制
度
の
内
容
が
ど
う
な
る
の
か
注
視
し
て
い
ま
す
。

問

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
発
掘
に
関
し
て
、
本
市
で

タ
レ
ン
ト
発
掘
・
育
成
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
を
図
る
上
で
、
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
、
市
の
関
係
団
体
等
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る
夢
の
あ
る
事
業

と
し
て
、
可
能
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
支
援
基
金
事
業
の

取
り
組
み
は
。

答

福
祉
複
合
施
設
や
体
育
館
に
、
災
害
時
の
非
常
用

電
源
を
確
保
す
る
た
め
、
蓄
電
池
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

整
備
し
ま
す
。
26
年
度
事
業
実
施
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
億
円
の
予
算
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か

検
討
中
で
す
。

問

本
市
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答

当
市
は
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
普
及
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
節
電
に
よ
り
二
酸
化
炭
素

排
出
量
削
減
効
果
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
山

き
た
や
ま

一
衛

か
ず
え

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

後
藤

ご
と
う

秀
憲

ひ
で
の
り

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

問

黒
石
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
と
、
組

織
や
連
絡
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
過

去
５
年
間
の
市
内
の
児
童
虐
待
の
実
態
は
。

答

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
児
童
相
談
所
と
福
祉
事
務
所
で
対
応

し
た
相
談
件
数
は
、
過
去
５
年
間
で
87
件
。
24
時
間
体
制
で

相
談
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問

全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
る
子
供
虐
待
防
止
の

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
を
全
市
に
広
げ
る
考
え
は
。

答

11
月
は
全
国
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
月
間
運
動
で
、市
内
各
所
に

ポ
ス
タ
ー
２
５
０
枚
を
配
布
し

ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
手
作
り

の
リ
ボ
ン
の
配
布
等
更
に
運
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
黒
石
よ
さ
れ
の

普
及
・
促
進
・
継
承
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
対
し
、
黒
石
よ
さ
れ
の
重
要
性
を
ど
の

よ
う
に
理
解
さ
せ
る
の
か
。

答

歴
史
と
伝
統
に
触
れ
る
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
黒
石
よ
さ
れ
に
、
よ
り
多
く
の
児
童
生
徒

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
各
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
校
長
会
を

通
じ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。 黒

石
く
ろ
い
し

ナ
ナ
子

な
な
こ

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ
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問

空
き
家
の
現
状
に
つ
い
て
危
険
防
止
策
や
実
態

の
調
査
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
空
き

家
バ
ン
ク
の
実
施
に
つ
い
て
。

答

空
き
家
に
関
す
る
苦
情
件
数
は
46
件
で
、
危
険
防
止

対
策
と
し
て
適
正
管
理
を
要
請
す
る
文
書
を
送
付
し
、
危

険
な
と
こ
ろ
に
は
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
な

る
実
態
調
査
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

問

学
校
の
適
正
配
置
、
給
食
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
変
更
が
な
い
の

か
、
新
築
移
転
に
つ
い
て
の
市
の
考

え
は
ど
う
か
。

答

適
正
配
置
は
、
現
時
点
で
は
小

学
校
は
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
10
校

か
ら
４
校
に
、
中
学
校
は
29
年
度
を

め
ど
に
４
校
を
２
校
と
す
る
方
針
で

す
。
給
食
は
30
年
度
か
ら
小
学
校
で

の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。
黒
石
、
中

郷
、
北
陽
の
３
小
学
校
の
統
合
時
使

用
校
舎
は
、
統
合
と
同
時
に
移
転
新
築
で
き
な
い
か
、
可

能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

問

市
制
施
行
60
周
年
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
に
つ
い
て
。

答

一
過
性
の
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
将
来
に
向
け

て
の
励
み
に
な
り
若
者
や
子
供
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
る
60

周
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
市

民
と
と
も
に
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
く
市
民
か
ら
市

制
施
行
60
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
公
募
し
ま
す
。

問

日
本
一
の
こ
け
し
灯
ろ
う
祭

り
に
つ
い
て
、
現
在
こ
け
し
灯
ろ
う

の
台
数
は
何
体
あ
る
の
か
、
ま
た
、

補
助
金
で
購
入
さ
れ
た
台
数
は
。
市

の
主
な
祭
り
（
黒
石
よ
さ
れ
・
こ
み

せ
祭
り
・
り
ん
ご
祭
り
）
等
へ
活
用

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
補
助
金
事

業
は
今
後
も
あ
る
の
か
。

答

現
在
補
助
金
で
購
入
さ
れ
た

灯
ろ
う
が
１
０
０
体
、
ま
つ
り
実

行
委
員
会
が
所
有
し
て
い
る
灯
ろ

う
が
１
０
８
体
、
計
２
０
８
体
あ

り
ま
す
。
祭
り
へ
の
活
用
は
、
祭

り
主
催
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
事
業
は
今
年
度
で
終
了
い
た
し
ま
す
。

問

旧
松
の
湯
は
伝
建
群
の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
と

思
う
が
、
公
開
に
当
た
り
本
市
に
は
、
歴
史
や
人
物
、
祭

り
な
ど
の
紹
介
で
き
る
史
料
館
が
な
い
た
め
、
紹
介
で

き
る
常
設
施
設
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

常
設
の
展
示
公
開
ス
ペ
ー
ス
や
企
画
展
等
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
市
民
展
示
室
な
ど
を
設
け
、
黒
石

の
歴
史
や
文
化
や
名
誉
市
民
な
ど
観
光
客
や
市
民
に

も
多
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
展
示
室
に
は
、
大
画
面
の
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
、
黒
石
よ
さ
れ
や
ね
ぷ
た
な
ど
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
り
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

26
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
歳
入
見
通

し
、
主
要
施
策
、
ま
た
、
編
成
に
向
け
た
市
長
の

思
い
は
。

答

歳
入
見
通
し
は
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
均

等
割
は
ふ
え
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の
減
や
法
人
税

の
伸
び
悩
み
な
ど
か
ら
前
年
度
額
を
確
保
す
る
こ

と
は
難
し
い
見
込
み
で
す
。
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
主
要
施
策
で

は
、
が
ん
検
診
促
進
事
業
や
農
業
機
械
導
入
助
成
、

旧
松
の
湯
再
生
事
業
は
継
続
し
た
い
で
す
。
そ
の

他
将
来
に
何
を
残
す
か
を
考
え
、
黒
石
ら
し
い
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
編
成
に
向
け
た
思
い
と
し

て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
た
い
思
い
は
常
に

あ
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
の
た
め
い
ま
一
度
気
を

引
き
締
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

教
育
行
政
に
つ
い
て
、
適
正
配
置
方
針
を
受
け
て

統
合
を
正
式
決
定
す
る
の
は
い
つ
と
考
え
る
か
。
ま
た
、

学
校
給
食
に
関
す
る
課
題
は
。

答

子
ど
も
の
教
育
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る

こ
と
か
ら
、
26
年
度
中
に
は
統
合
の
枠
組
み
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

給
食
に
関
し
て
は
、
供
給
元
で
あ
る
弘
前
市
の
衛

生
管
理
基
準
に
沿
っ
た
本
市
の
受
け
入
れ
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
弘
前
市
給

食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
う
費
用
負
担
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
弘
前
市
と
の
協
議
で
も
、
ま
ず
は
本
市
の

統
合
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
計
画
を
進
め
る
う
え

で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
藤

く
ど
う

俊
広

と
し
ひ
ろ

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
行

か
ず
ゆ
き

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

佐
々
木

さ
さ
き

隆 ゆ
た
か

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ
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山
田

や
ま
だ

鉱
一

こ
う
い
ち

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

今
井

い
ま
い

敬 た
か
し

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

お
お
み
ぞ

雅
昭

ま
さ
あ
き

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

問

毎
年
東
公
園
に
お
い
て
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
て
多
く
の
利
用
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
公
園
と

な
っ
た
。
ま
た
、
10
月
下
旬
か
ら
は
、
中
野
も
み
じ
山
が

名
所
と
な
り
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
観
光
客

で
賑
わ
い
、
駐
車
場
も
混
雑

し
て
路
上
駐
車
が
目
に
付
く
。

そ
こ
で
、
春
は
、
黒
石
駅
か
ら

「
こ
み
せ
」
を
通
り
「
東
公
園

の
さ
く
ら
ま
つ
り
」
会
場
ま

で
、秋
に
は
、黒
石
駅
か
ら「
こ

み
せ
」
を
通
り
「
中
野
も
み
じ

山
」
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
て
は
ど
う
か
。

答

民
間
企
業
の
バ
ス
が
通
年
、
黒
石
駅
か
ら
中
町

を
通
り
、
東
公
園
を
経
由
し
、
中
野
ま
で
運
行
し
て
い

る
た
め
、
市
単
独
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問

市
職
員
の
管
理
職
手
当
が
部
長
級
８
０
０
０

円
、
課
長
級
５
０
０
０
円
の
手
当
で
残
業
、
土
日
出
勤

も
あ
る
と
思
う
が
、
労
働
基
準
法
に
触
れ
な
い
の
か
。

事
務
の
管
理
体
制
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答

本
市
の
管
理
職
手
当
は
、
全
国
に
も
類
を
見
な

い
低
額
で
す
。
給
料
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
現
状
で

は
管
理
職
へ
昇
任
す
る
と
昇
任
前
よ
り
減
収
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
が
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

20
年
４
月
か
ら
休
館
し
て
い
る
市
民
文
化
会
館
・

黒
石
公
民
館
の
再
開
は
。

答

豪
雪
や
も
ろ
も
ろ
の
問
題
で
財
政
調
整
基
金
も
取

り
崩
し
て
お
り
、
財
政
状
況
が
不
透
明
で
市
民
文
化
会

館
の
再
開
は
明
言
で
き
な
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
、
状
況
が
好
転
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
で
す
。

公
民
館
部
分
の
再
開
の
時
期
を
明
言
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
課
題
と
し
て
優
先
順
位
は
高
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

旧
松
の
湯
再
生
、
金
平
成
園
修
復
工
事
後
の
将
来

像
に
つ
い
て
。

答

こ
の
２
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
の
が
中

町
こ
み
せ
通
り
で
あ
り
、
行
政
と
民
間
が
協
力
し
な

が
ら
、
回
遊
性
を
待
た
せ
る
た
め
の
魅
力
向
上
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
文
化
的
な
価
値
の
あ
る

建
築
物
や
庭
園
な
ど
の
資
源
の
調
査
・
発
掘
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問

社
会
福
祉
関
係
の
４
つ
の
施
設
が
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
し
て
旧
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
跡
地
に
移

転
す
る
。
地
域
と
の
連
携
と
住
民
の
施
設
等
の
利
用
は
。

答

４
つ
の
施
設
が
集
約
さ
れ
、
相
乗
効
果
も
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
た
親
睦
・
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
深

ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
な
ど
施
設
の

住
民
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
も
使
え
る
よ
う
に
、
計

画
に
従
い
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

問

大
災
害
時
の
危
機
管
理
と
市
民
へ
の
情
報
伝
達
・

避
難
指
示
な
ど
体
制
は
万
全
か
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
の
進
行
状
況
は
。

答

地
域
防
災
計
画
や
災
害
対
策
本
部
運
営
要

領
で
業
務
分
担
や
対
応
内
容
を
定
め
、
行
動
・
対

応
し
て
い
ま
す
。
市
民
へ
は
防
災
行
政
無
線
や
広

報
車
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
て
迅
速
か
つ

確
実
に
伝
達
し
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
現
在
３
地
区
３
団
体
が

組
織
さ
れ
、
今
後
の
他
地
区
の
組
織
化
に
で
き
る
限

り
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
と
活
動
状
況
は
。
ま

た
、
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
の

高
齢
者
を
含
む
利
用
状
況
は
。

答

現
在
ス
ポ
ー
ツ
振
興

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
策
定
の
際

に
は
高
齢
者
向
け
の
体
力

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
カ

ル
イ
ン
の
年
齢
別
統
計
は

取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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問

４
月
か
ら
要
支
援
１
と
２
を
介
護
保
険
制
度
か
ら

外
す
な
ど
の
大
改
悪
案
が
な
さ
れ
る
が
、
介
護
保
険
と

同
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。
介
護
保
険
料
は
、

見
直
し
で
ど
う
な
る
の
か
。

答

現
行
の
黒
石
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
落
と
さ
な
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
第
６
期
の
計
画
を
作
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
負
担
を
少
な
く
、

納
め
や
す
い
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問

保
健
協
力
員
は
任
期
を
２
年
限
り
と
し
再
任
は
し

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
教
育
を
受
け
、
実
践
す
る
人
た
ち

が
増
え
る
の
で
は
。

答

現
行
で
は
や
っ
て
く
れ
て
る
人
を
再
任
す
る
の

も
な
か
な
か
面
倒
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
行
記
を
黒
石
の
観
光
資
源

と
し
て
経
済
効
果
・
地
域
活
性
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
結

び
付
け
た
取
り
組
み
の
考
え
は
。
明
治
11
年
当
時
の
食
生

活
や
ね
ぷ
た
祭
り
の
復
元
な
ど
は
民
俗
学
的
な
考
察
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
。

答

広
域
的
な
施
策
の
連
携
を
し

て
い
る
の
で
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

に
関
連
し
た
活
動
も
、
何
か
模
索
で

き
る
か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

工
藤

く
ど
う

禎
子

て
い
こ

議
員

日
本
共
産
党

中
田

な
か
た

博
文

ひ
ろ
ふ
み

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

問

黒
石
の
祭
り
、
人
形
ね
ぷ
た
減
少
の
歯
止
め
策
と

新
規
人
形
ね
ぷ
た
に
応
分
の
助
成
を
。

答

現
状
の
把
握
と
今
後
に
つ
い
て
、
黒
石
青
年
会
議
所
と

話
し
合
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
減
少
は
自
然
の
流
れ
で
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
各
ね
ぷ
た
会
は
、

製
作
費
の
捻
出
に
苦
労
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
規
人
形
ね

ぷ
た
の
助
成
金
は
、
予
算
編
成
中
で
す
の
で
答
弁
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

小
さ
な
ま
ち
か
ど
博
物
館
も
含
め
市
内
の
ま
ち
並
み

と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
多
く
の
市
民
に
見
学
を
し
て
い
た
だ

き
、
黒
石
の
よ
さ
の
認
識
と
、
市
職
員
に
は
特
に
熟
知
を

し
て
観
光
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

研
修
会
に
加
え
「
ま
ち
歩
き
」
の
体
験
は
有
意
義
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
の
宣
伝
の
み
な
ら
ず
活
性
化
に
向
け
行
動

で
き
る
職
員
育
成
の
た
め
、
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問

高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
へ
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
全
員
に
対
応

で
き
な
い
の
か
。
屋
根
雪
お
ろ
し
に
も
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答

申
し
込
み
は
92
人
で
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
人
材
の
確
保
が
で
き
な
い
の
で
50
世
帯
だ
け
と
し
ま

し
た
。
屋
根
雪
お
ろ
し
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

黒石市議会では、第４回目の議会報告会を 12
月 21 日午後２時よりスポカルイン黒石大会議室
で行いました。
今回は９月定例会、12 月定例会の説明、議会基
本条例の説明と、市民からの質問という次第で進
めました。
９月議会は主に 24 年度決算の内容の報告が中
心で、決算特別委員長、副委員長より説明をしま
した。12 月議会では議員提出議案として、「西十
和田トンネルの早期建設を求める意見書の提出
について」が 14 対１で可決、「津軽広域水道企業
団との受水契約の見直しを求める意見書の提出
について」は全会一致で可決したことなどを報告
しました。
26 年３月に制定を目指している議会基本条例

は基本条例制定委員長からこれまでの経緯、副委
員長から内容の説明があり、市民から意見を求め
るパブリックコメントを始めるので意見を寄せ
てほしいと求めました。
市民からは、「となりと雪の問題でもめてい
る。」「学校の適正配置の進行がどうなっているか
解からない。農業問題を取り上げることが少な
い。」「２班に分かれ
てもよいので議員
の意見を聞けるこ
の 様 な 場 が ほ し
い。」「黒石病院の医
師の対応が不親切
だ。」などの意見が
寄せられました。

黒石市議会第４回議会報告会の開催
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編
集
後
記

黒
石
市
議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
議
会
だ
よ
り

を
発
行
し
て
か
ら
１
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
４
回
の
定
例
議
会
や
視

察
な
ど
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
１

回
発
行
す
る
た
め
に
７
回
程
度
の
編
集

委
員
会
を
開
き
、
意
見
を
重
ね
、
よ
り

よ
い
編
集
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
記
録
的
な
豪
雪
や
、
台
風
18

号
の
被
害
な
ど
農
家
の
皆
さ
ん
の
落
胆

は
大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
雪
問

題
は
市
民
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

は
市
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
と
市
民
と
を
結
ぶ
情
報
誌
と
し

て
、
議
会
活
動
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
読
さ
れ
る
よ

う
な
編
集
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

工
藤

禎
子

議
会

だ
よ
り

編
集

委
員

会

委
員
長

大

溝

雅

昭

副
委
員
長

佐
々
木

隆

委

員

工

藤

禎

子

委

員

工

藤

和

子

委

員

今

井

敬

委

員

黒

石

ナ
ナ
子

お
問

い
合

わ
せ
先

黒
石
市
議
会
事
務
局

黒
石
市
大
字
市
ノ
町
11
番
地
１
号

電

話
０
１
７
２－

52－

２
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
２－

53－

７
４
１
０

〒036-0396

【富良野市 視察目的「中心市街地活性化基本計画」について】
富良野市は通年を通しての観光客の訪れる所であるが、中心市街地には空

き地が目立ち、空き地や建設未利用地の
有効活用として、市中心街活性化センター
「ふらっと」は地域文化の交流活動支援や
周辺に立地する商業の活動支援、さらに
は市民の健康増進支援の場となっていま
す。さらに、市立病院が移設したため、跡
地には民間会社で複合商業施設「フラノ
マルシェ」を実現し市街地に元気を取り
戻しつつあると感じました。
【名寄市 視察目的「薬用植物振興事業」「薬用植物の栽培の研究」について】
名寄市には、近年健康志向や高齢化に伴い漢方薬の需要が高まっているこ

とから、高齢者農家や耕作放棄地に薬用植物「カノコソウ」栽培された実績が
あり、「名寄市農薬作物研究会」を立ち上げ、地元にある国の機関である（独）
医薬基盤研究所薬用植物資源研究センターと協力し拡大する方向でありまし
た。本市の耕作放棄地にも活用出来ないかと感じました。

【大韓民国永川市 視察目的「議会改革、韓薬果実祭り、企業誘致」について】
市議会では、議長をはじめ議員との意見交換を行い、大幅な議員定数の削減

など議会改革の進展が感じられました。祭り開幕式では、韓国を代表する祭
りと在って大勢の人々であふれ、祭りの進行、仕掛けなどの素晴らしさに深い
感慨を持つとともに、住民参加の重要性を感じました。㈱ダイセルはエアー
バックの世界第２位のシェアの企業であり、施設見学、立地に至った経緯や雇
用面などの意見交換を行いました。産業団地用地はすでに完売されており、
航空機メーカー「ボーイング社」の誘致が
決定されたことに驚かされました。
今回の研修では国際感覚に触れること

ができ、姉妹都市永川市の世界を視野に
入れた発展を目の当たりにし、本市の発
展に尽力しないといけないとの決意を新
たにしました。







【宇 陀 市 ①視察目的「重要伝統的建造物群」について】
面積 17ha 保存建築 136 件 住人 800 人 300 世帯。保存の目的は活性化・

郷土の誇り・学術的価値。
【宇 陀 市 ②視察の目的「住宅リフォーム助成事業」について】
工事費 50 万円以上 助成額上限 10％ 10 万円で地元限定の商品券。
【福知山市 視察目的「介護支援サポート制度事業」について】
高齢者 2万 2000 人 登録者 65才以上 Ｈ 24年 110 人 １時間１ポイントで 100
円。交付上限年間50時間で5,000円。しかし、サポーター活動を生きがいとし50
時間以上の人もおり、一番多い人は202時間、最高齢は83才の女性もいます。
【東 海 市 視察目的「いきいき元気推進事業」

について】
健康診断のデータをシステム（職員が開発）に入

力。食生活応援メニューの実践サポートまで行って
いる。東海市しあわせ村を拠点に健康増進の取り組
みが行われており、民間の飲食店でも減塩やカロ
リー計算がされた健康応援メニューの提供に協力し
ています。


